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衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
造
船
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



（1）
現
在
着
工
中
の
第
五
次
造
船
計
画
四
二
隻
、
約
二
七
万
五
千

の
建
造
及
び
二
Ａ
型
船
舶
二
九
隻
、
約
二
〇
万

 

三 

対
英
貿
易
尻
決
済
の
た
め
英
国
中
古
船
購
入
も
一
時
問
題
に
な
つ
た
が 

一 

昭
和
二
十
四
年
度
新
造
船
約
三
〇
万

建
造
に
伴
う
対
日
援
助
資
金
の
融
資
手
続
が
遅
延
し
、
い
ま
だ
完
了
を
見 

二 

造
船
施
設
の
稼
動
率
及
び
作
業
過
程
の
非
能
率
は
、
船
価
高
の
有
力
な
原
因
の
一
つ
と
な
り
、
船
舶
の
輸
出
伸
長
に
、
海

上
運
賃
に
惡
影
響
を
與
え
て
い
る
。
こ
れ
が
た
め
、
政
府
に
お
い
て
は
流
れ
作
業
方
式
の
取
り
入
れ
、
工
作
機
械
の
更
新 

等
を
行
い
、
工
費
の
切
下
げ
に
寄
與
す
る
よ
う
指
導
し
、
且
つ
こ
れ
に
見
合
う
資
金
の
確
保
に
つ
い
て
は
事
情
の
許
す
限 

り
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
方
針
で
あ
る
。 

な
お
、
昭
和
二
十
五
年
度
第
六
次
造
船
計
画
に
つ
い
て
は
、
目
下
政
府
内
部
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
そ
の
実
施
に 

万
全
を
期
す
る
考
え
で
あ
る
。 

ざ
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
本
年
二
月
中
に
は
全
部
融
資
許
可
を
得
る
よ
う
目
下
万
全
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。 

衆
議
院
議
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並
木
芳
雄
君
提
出
造
船
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
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三 

 



四 

米
国
ラ
ウ
ン
ト
リ
ー
会
社
と
日
本
側
数
社
と
提
携
し
て
日
米
合
弁
会
社
を
設
立
し
、
五
〇
隻
、
五
〇
万

裸
用
船
契
約

を
行
う
計
画
に
つ
い
て
日
本
政
府
の
意
見
を
求
め
て
来
た
が
、
前
記
の
国
内
的
国
際
的
事
情
も
あ
り
、
目
下
検
討
中
で
あ 

る
。
な
お
、
最
近
に
お
け
る
国
際
的
動
向
と
し
て
世
界
各
国
は
優
秀
経
済
船
の
建
造
に
意
を
用
い
船
質
改
善
に
努
力
し
て 

い
る
現
状
に
照
し
、
政
府
に
お
い
て
も
今
後
の
邦
船
の
国
際
的
競
争
力
を
考
え
、
こ
れ
に
対
応
す
る
措
置
を
と
つ
て
ゆ
く 

方
針
で
あ
る
。 

（2） 

日
本
船
舶
に
加
え
ら
れ
て
い
る
就
航
区
域
の
制
限
が
い
ま
だ
撤
廃
せ
ら
れ
ざ
る
と
と
も
に
、
国
際
的
荷
動
き
が
い
ま 

等
の
事
情
を
考
え
合
せ
、
目
下
愼
重
検
討
中
で
あ
る
。 

急
激
に
増
加
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ざ
る
こ
と
。 

の
改
造
に
よ
り
、
昭
和
二
十
五
年
末
に
は
約
八
〇
万

の
外
洋
適
格
船
を
保
有
す
る
に
至
る
こ
と
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 
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